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わが子 を虐待 した母親の研究

一 児童養護施設入所児の 場合
一

鍋倉　早百合（創価大学大学院生）

（1）研究 の ね らい

　親による子 ども虐待が、社会的 に深刻 な問題 に

な っ て きて い る。中でも目立 つ の は、実の 母親に

よる子 どもへ の 虐待で あ る。厚生労働省が平成 17

年に発表 した調査結果 に よ れば、虐待事例 の約 6

割は 、実の 母親に よ る もの で ある 。

　社会的慣習か らい っ て 異常な事態で あ り、社会

の安定的な持続 とい う点か らも見逃せ ない 深刻な

事態で ある。い っ た い 母親が、自分の 子 どもに虐

待を加 え る とい うの は どうい う場合な の だろ うか。

どの よ うな母親が、自分の 子 どもを虐待す るの で

あろ うか 。

　本稿で は 、児童養護施設に入所 して い る子ども

の事例を通 じて 、 わ が 子 へ の 虐待 とい う母親の 異

常な行為が 、 どの ような条件 の もとに生 じて きた

の かを明 らかに し、子 どもへ の 虐待を未然に防ぐ

た め の 手立 て を検討 し、 今後 の 課題 に つ い て示 し

て い きたい 。

（2 ＞研究 の 枠組み と調査の 対象

　
一
般的 に 、 虐待 を発生 させ る親側 の 要因 と し て

は、  養育能力の 問題 （養育力の未熟 、 育児不安）、

  育児 の 援助者不在、  夫婦 の 不和や家庭内の 葛

藤、  不安定な就労状態 、   経済的園窮 、   若年

で の 妊 娠、結婚、出産、  心身 の 悶題 （性格 の 偏 り

や精神疾患）、  母親 自身 の 被虐待体験 、   親戚 、

近隣、友人などか らの 社会的孤立があげ られ る。

　子 ども側 の 要閣と して は 、   望まれな い 出生、

  多胎児出産。  先天的な異常 （染色体異常 、 奇形

な どの 先天性異常、低出生体重児）に よる、母子間

の分離体験。  生後に発症 した障害等に よる育て

に くさ （発達障害、病気、問題行動）が あげられ

て い る 。

　 こ こ では、予 ども側の 要因とされて い る望まれ

ない 出生 に つ い て 、
「望まない 出産 」と して 捉 え、

母親側 の 要因 と し て取 り扱 うこ とにする 。

　以 上 に 列挙 した、虐待 の 発生要因 を参考に して 、

本稿では、以下に行 う分析 ・考察の ため に、母親

に よるわが子 へ の 虐待発生の 要因を、  経済的要

因、  心身の 要函、  養育障害の 要因 、   社会的 ・

家庭i的要因、  出産要因 、   子 どもの 要因に分 け

て み る こ とにする。また、これ らの 要因に加 え、

母親の 経歴 （育 っ た家庭の 経済状況や生活環境、学

歴）、幼少期 の 被虐待体験の 有無、さらに 、子ども

が 入 所 し た後 の 親 子 関係 につ い て も見て い く こ と

にする。

　本調査 は、関東圏内の 6 っ の 児童養護施設を対

象に、母親か ら虐待を受け入所 して い る児童に つ

い て 行 っ た。分析に使用 したケ
ー

ス は 100 で ある。

（3 ）調査結果 につ い て の 分析
・考察

　わ が 子 ぺ の 虐待が発生 しやす い 要因 と し て は 、

母親 の 心身が不健康、とりわ け、精神的疾患が最

も多くな っ て い る。次 い で、核家族 化、ひ とり親

家庭や夫婦 の 不秘 こ伴い 、子育て の相談相手や支

援者が得 られず 、母親 の 負担感が重 くな っ てい る

場合であ る。そ の 他、育児に取 り組む姿勢や態度

は 、養育力不足 、 自覚 の 欠如 、 自己本位 的行動な

どの 養育的な障害があ り、経済的 に は 劣悪 な状態

が多く、望まな い 出産 な どもそ の
一

因である。

　以上 に 見 た 各要 因 は 、相互 に関係 しあ っ て い る

場 合が多 く、 単
一

の 要因で虐待 が発生 して くるケ

ース は ほ とんど無 い。何 らか の 精神的 な疾患を抱

えてい る母親 は、100 ケ
ース 中、80 である。経済

的困窮の状態にある家庭は、全体 の 3 分 の 2 以上

を占 め て い る。生 活保護世帯は 34 ケ ース で あ る 。

　母親の 生 育的背景 につ い て の デー
タを整理 して

み ると、家庭環境は 、不明 の 15 ケ ース を除 けば、

両親が揃 っ て い る家庭 と、ひ とり親家庭 に育 っ た

ケー
ス の 数値は それぞれ約 4 割 とな っ て お り相違

が無 い
。 ひ とり親家庭 に、祖父母や親戚に養育さ

れたケース を併せ る と、両親に育て られたケ
ー

ス

を上 回 る。
ひ とり親家庭が 多い こ とは 特徴で あ る。

　母親が育 っ た家庭の 経済状況は、不明 の 15ケ
ー

ス を除け ば 、裕福 な家庭 は わ ず か 3 ケ
ー

ス と 少な

く、 中流家庭 も 20 ケース で ある。 経済的な条件を

見 た場合、貧困と生活保護世帯が全体の 過半数を

超え て い る 。 こ の 実態は 、 生活 が困窮 して い る家

庭に お い て、虐待の 発生する割合が高い こ とを示

唆して い る 。
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　母親の 学歴につ い て見てみる と、中卒の割合が

約 4 割 と非常に高 い 。こ の 数値は 、 近年の 日本 の

高校進学率が 97％に達して い る実惜と比較すると

特徴的で あ る。高校中退 は 3i ケース 、中卒 の ケ
ー

ス と併せ る と 、 約 7 割が高校を卒業 して い ない。

高卒以上 の 学歴を もつ 母親 は、6 ケース と少ない。

　少年期 まで に何 らか の 虐待体験 の あ る 母親の ケ

ー
ス は、　36 で ある。ま た、施設入所歴 につ い て は 、

不明の 25ケ
ー

ス を除くと、約 3割の 母親が施設で

の 生活体験を有 して い る事実が明らか となっ た。

　次 に、母親 は、子 どもが入 所した後に どの よ う

な関わ り（重複して い る）を持 っ て い るの かを検討

する。最も多い の は、休 目を利用 して子どもを自

宅に帰省させ る こ とで 母子関係を保 っ て い る場合

で ある。回数は、年に 1〜 5 回程度が 24 ケ
ース と

最も多く、 月 に 1〜3 回が 18ケース
、 毎週末の帰

省は、わずかに 5 ケ
ー

ス で ある 。 逆 に、母親が施

設 に出向 くの は 、 年に 1〜5 回程度が 8 ケース で あ

る。月に 1〜3 回程度は 6 ケ
ー

ス とかな り少な い
。

　電話で 子 どもの 生活状況を確認 し、声を聞く程

度の 関係 に とどま っ て い る母親は 互6 ケース で あ

る 。 手紙を通 じて 子 どもとの 交流を図 っ て い る母

親 は、わずかに 3 ケ
ー

ス で ある。

　入院の 5 ケ
ー

ス を除き1特別 な事情の ために会

えない （服役中6、行方不明 6、死 亡 4）ケー
ス は 16

で ある。こ の数値に、子 どもとの 関わ りを全く持

たない 母親の 16ケース を併せ る と、32ケース が、

子 どもの 入所後 に 母 子 関係 の 絆が絶たれて い る 。

そ の 期間は、最短が 2年間、最長は 13年間で ある。

そ の 他、母子共に会 うこ とを拒否 して い るケ
L

ス

が 1、祖父母 の 元 で あれば尋ね させ る こ とが で き

る（年 1〜5囿）ケース は 2件で ある。

　続けて 、 施設職員が 、 実際に母親を どう見て い

るの かを検討す る。 職員は、多くの 事例を扱い 、

入所後 の 子 どもに対する母親 の 態度 に つ い て 理解

を もっ て い る。職員が、子 どもに対する愛情をも

っ て い る と判断する 母親の ケース は 42で あ る。

　そ の うち、子 ども との信頼関係が回復され 、近

い 将来退園が見込めると判断して い るケース は 6、

愛情はあ っ ても子 どもと上手 く関わる こ とが困難

と見 なされるケー
ス は 36 で ある。こ の 36 とい う

数値に そ の 他 を併せ 、子 ど もを適切 に扱え ない と

判断 して い る 母親の ケ ース は 42で ある。 職員に よ

れば、こ の よ うなケ
ー

ス を母親の養育障害として

捉 えて い る。最も多 い の は、親と して の 自覚が希

薄 と思われるケ
ー

ス で 27
、 子どもに対 して愛情が

持て ない ケ
ー

ス が 15 で ある。また、特殊 で あるが、

施設 へ 子 どもを預けた後ろめた さか ら、年に 1 回

程度、形式的な面会に 来 て い る と思われ る、「施設

へ の 体裁」 と判断 されるケ
ー

ス が 2 で あ る 。

　この ように、多くの母親は子どもとの 接触が十

分 とは い えず、子 どもの養育を施設側に任せ きり

に して い る状態で ある。 施設側が母親の事情を把

握 して い ない 、或い は、会 うこ ともで きず 、 説得

もで きない ケ
ー

ス が 多い ようである。

（4 ）結び

　本稿 で は、児童養護施設か ら提供を受けた資料

に基づ き、自分 の 子 どもに虐待を加 える 母親に つ

い て の 考察を試み た。それは 、
「母親失格 1 とい っ

た烙印を母親た ちに押 し非難するためではなく、

また 、
「自己を犠牲にして 子育て に専念せ よ1 と彼

女たちを叱咤激励す る ためで もな い。子 どもへ の

虐待を減少 させ る手がか りを見出すため で あ る 。

　この 点につ い て、まず注 目しなくて はな らない

の は、母親 の 生育的条件で ある。母親の 施設入所

歴は約 3割（不明を除く）、被虐待体験は約 4 割（不

明を除 く）で あ っ た 。 学歴を見る と、高校を卒業し

てい ない 者が約 7 割である。 適切な生活条件が満

た され て い なか っ た 状況 が うか が え る 。 家庭環境

を見 ると、ひ と り親家庭は約 4 割であ っ た 。
こ の

よ うに、本稿で 見て きた母親自身、親か らの愛情

を受け る こ とが で きない ままに成長 して し まっ た

被害者 で ある こ とを見落と して はな らな い
。

　次に、母親自身の 心身の 要因 、 特に、精神 的疾

患や精神的障害を抱えて い る者が 多い こ とに注目

しな くて は な ら ない 。さらに 見逃し て は な らない

の は 、 経済的要因で あ る 。 本調査 に お ける ケース

では 、 経済的貧困が約 6 割以上を占めて い た。生

濤 上 の 困窮は、母親たちの 精神的不安を高 め 、 虐

待を発生 させる上で重大な影響を及ぼして い る。

　最後に、社会的背景につ い て ふ れ て お きた い。

虐待 を生み出す背景と して、子育て の 過程にお け

る母親の 孤立 、 子 育て支援者の欠如が問題 となる。

地域に子 育て の ネ ッ トワ
ー

クを作り、 母親 を孤立

させ ない 子育ての具体的な支援活動が 重要である、

　
一
般的に は 、子 ど もを産む と女性は 「母親」 と

い う立場になるが、母親になる こ とと、適切 な子

育て が で きるか ど うか とは別 な問題で ある。子育

てを通 じて、子 ども と共 に親 も成長す る よ うに、

母親を対象 とした 「親教育」が必要 とされ て い るe

　母親 の 精神障害につ い ては、早期 の 対応が必要

とい え る。例えば、医師などの 関係者は、妊娠中

の 女性 に 対 して 、「メ ン タル 」な部分をきめ細や か

に支援 して い くなどの柔軟な対応が期待され る 。

　恵まれ ない 経済的条件 につ い て は、社会保障の

充実とい う視点か ら、政策的な取り組みが重要で

ある こ とを強調して お かなくて はならない。
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